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通所介護の報酬増と大規模減算見直しを！

第219回
2023.07.10介護給付費分科会

７月10日に開催された第219回介護給付費分科会では、令和６年度介護報酬改定に向けて「通所介護」「認知症
対応型通所介護」「療養通所介護」「通所リハビリテーション」「短期入所生活介護」「短期入所療養介護」につ
いての論点が提示されました。委員からは、通所介護の収支差率の低さ（1.0％）から基本報酬の引上げ、通所系の
大規模減算の見直しを求める意見が多数出されました。

論点:通所介護
■利用者に必要な日常生活上の機能向上並びに自立支援に
つながる質の高いサービスを提供する観点から、どのよう
な方策が考えられるか。
論点:短期入所生活介護
◼ その機能・役割を踏まえつつ、利用者における多様な
ニーズに応じたサービスを提供する観点などから、どのよ
うな方策が考えられるか。
論点:通所リハビリ
◼ 医療機関からの退院時に早期に、適切なリハビリテー
ションを提供するために、どのような方策が考えられるか
◼ アウトカムについてどのように考えるか。また、スト
ラクチャー、プロセス、アウトカム評価を組み合わせた総
合的な評価について、どのように考えられるか。
◼ リハビリテーション・口腔・栄養の一体的取組をさら
に推進するため、どのような方策が考えられるか。小規模
多機能型居宅介護の更なる普及が求められる中、期待され
るサービスを安定的に提供するためにどのような方策が考
えられるか
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単位数 算定事業所数 算定率
入浴介助加算（Ⅰ） 40 22,369 91.7%

入浴介助加算（Ⅱ） 55 2,897 11.9%

通所介護の算定状況


